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 トランスナショナルな移住に関する情報について、ストーンら（Stone et al, 2005）が作成した
アンケート項目（英語）を参照し、その一部を日系ブラジル人の実情に合わせて適宜修正し、ポ
ルトガル語の質問項目を作成した。このアンケートは以下の11項目によって構成された：①二ヶ





















































































































































































































































































































































































































（Basic Interpersonal Communicative Skills）は、対人的コミュニケーションのうえで必要とされる能力を
意味し、CALP（Cognitive Academic Language Skills）は、思考および認知的発達を促す能力、つまり、
学習に関わる言語能力を意味する。また、カミンズは第一言語と第二言語の関係について、「第一言語
能力と第二言語能力は、それぞれ独立しているものではなく、お互いに影響しあうものである」とし、
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